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市職員の給与および職員数の状況 

障害者自立支援法が施行されます 

あなたの声を市政に！「平戸市への提言」 

ふるさと探検隊参加者募集！ 

各種受章（賞）・まちのできごと 

まちのひとびと 

みんなの図書館 

サン･ケア平戸通信  

平戸遺産～田平の天然記念物Ⅰ～ 

隆乃若奮戦記・おしえて年金 

平戸市からのおしらせ 

情報ひろば 

人口の動き・編集室から 

健やかな成長を願って 
「はっけよい！」 

～節分の恒例行事「子泣き相撲」～ 
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市職員の給与および職員数の状況 
　市職員の給与は、地方自治法・地方公務員法に基づき、市議会の議決を経て条例で定められています。　市

では、職員の給与などについて市民のみなさんにご理解を深めていただくため、その主な内容をお知らせします。  

（注）１「平均給料月額」とは、平成17年10月1日現在（合併時点）における各職種ごとの職員の基本給の平均 
　　　です。 
　　　２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手
　　　当などの諸手当の額を合計したものです。 

◆職員の平均給与月額、初任給などの状況 
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成17年10月1日現在） 

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
　　（平成17年10月1日現在） 

389,000円 393,300円 

378,700円 

418,800円 

513,800円 

 377,800円 

368,000円 

414,500円 

430,300円 

52.11歳 

51.10歳 

55.80歳 

57.10歳 

うち学校用務員  

うち学校給食員  

うち自動車運転手 

318,600円 40.00歳 技能労務職 

平均給与月額 平均給与月額 平均給料月額 平均給料月額 平均年齢 平均年齢 区　　分 

382,300円 

348,000円 

338,700円 

277,600円 

269,300円 

213,300円 

大学卒 

高校卒 

経験年数 
20年 

経験年数 
15年 

経験年数 
10年 

区　　分 

①一般行政職 ②技能労務職 

412,200円 365,800円 45.10歳 

平均給与月額 平均給料月額 平均年齢 

③消防職 

一　般 
行政職 

（２）職員の初任給の状況（平成17年10月1日現在） 

184,400円 

148,500円 

－ 

170,700円 

138,800円 

－ 

184,400円 

148,500円 

142,800円 

170,700円 

138,800円 

134,000円 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

区　　分 
平　戸　市 

初 任 給  2年後の給料 初 任 給  2年後の給料 

国 

一般行政職 

技能労務職（選考） 
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議会 
総務 
税務 
労働 
農林水産 
商工 
土木 
民生 
衛生 
小計 
教育 
警察 
消防 
小計 
病院 
水道 
交通 
下水道 
その他 
小計 

 （２）退職手当（平成17年10月1日現在） 

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成17年４月1日現在） 

平　戸　市 

国 

区　　分 給　料　月　額　等 

勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（2～20％加算）  
　（退職時特別昇給　　　　なし  　） 
１人当たり平均支給額 
　　　　　  　240,000円  　27,334,000円 

21.00月分 
33.75月分 
47.50月分 
59.28月分 

27.30月分 
42.12月分 
59.28月分 
59.28月分 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 

勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（2～20％加算） 

21.00月分 
33.75月分 
47.50月分 
59.28月分 

27.30月分 
42.12月分 
59.28月分 
59.28月分 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 

◆職員の手当の状況 
（１）期末手当・勤勉手当（平成17年10月1日現在） 

平　戸　市 国 

１人当たり平均支給額 
（16年度） 　1,563,000円 

（16年度支給割合） 
期末手当　　 勤勉手当 
　  3.0月分   　 1.4月分 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等 
による加算措置 
・役職加算　5～15％ 

－ 

（16年度支給割合）    
期末手当　　 勤勉手当 
　3.0月分   　 1.4月分 
（1.6）月分　 （0.7）月分 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等 
による加算措置    
・役職加算　　  5～20％ 
　管理職加算　10～25％   

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

◆特別職の報酬などの状況（平成17年10月1日現在） 

◆職員数の状況 

市　長 
助　役 
収入役 
区　長 

給料 
 
 

報酬 
 
 

期末手当 
 
 

退職手当 

 
市　長 
助　役 
収入役 
区　長 

809,000円 
664,000円 
594,000円 
547,000円 

議　長 
副議長 
議　員 

議　長 
副議長 
議　員 

415,000円 
347,000円 
326,000円 

市　長 
助　役 
収入役 

（16年度支給割合）　3.3 月分 

（16年度支給割合）　3.3 月分 

（算定方式） 
　給料月額×在職年数×600/100 
　給料月額×在職年数×360/100 
　給料月額×在職年数×250/100 
　給料月額×在職年数×240/100 
 （支給時期） 在任期間毎 

（２）年齢別職員構成の状況（平成17年４月1日現在） 

11 
109 
28 
0 
59 
11 
40 
47 
38 
343 
93 
0 
56 
149 
139 
28 
9 
0 
32 
208 
700 

【725】 

11 
110 
28 
0 
59 
11 
40 
44 
33 
336 
90 
0 
56 
146 
140 
29 
9 
0 
33 
211 
693 

【725】 

0 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
△3 
△5 
△7 
△3 
0 
0 
△3 
1 
1 
0 
0 
1 
3 
△7 

【 0 】 

 

合併事務局派遣 

 

 

 

 

 

事務の統廃合縮小 

事務の広域処理化 

 
現業職不補充 

 

 

 

欠員補充 

業務増 

 

 

業務増 

20歳未満 
20歳～23歳 
24歳～27歳 
28歳～31歳 
32歳～35歳 
36歳～39歳 

 

6人 
27人 
65人 
79人 
76人 
65人 

一

般

行

政

部

門

 

特
別
行
政 

部
　
　
門 

公
営
企
業
等 

会
計
部
門 

合　　計 

区分 職　員　数 

職員数 区　　分 
40歳～43歳 
44歳～47歳 
48歳～51歳 
52歳～55歳 
56歳～59歳 
60歳以上 

 

74人 
63人 
80人 
91人 
63人 
4人 

職員数 区　　分 

主な増減の理由 
平成16年度 平成17年度 

対前年 
増　減 部門 

※【　】内の数字は条例定数 
※職員数は、教育長を含む一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を
保有する休職者や派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員は含みません。また、
合併前の旧団体での4月1日現在の合計値を記載しています。 

※今後も事務事業および組織機構の見直しなどを進めながら、 定
員適正化に努めます。 

計 693人 

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全　
職種に係る職員に支給された平均額です。 

お問い合わせ 
　総務課人事班　1内線2318
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入所施設利用者（20歳以上） 入所施設利用者（20歳未満） グループホーム利用者 通所施設利用者 ホームヘルプ利用者 

利用者負担の月額上限設定（所得段階別） 

高額障害福祉サービス費（世帯での所得段階別負担上限） 

生活保護への移行防止（負担上限額を下げる） 

事業主の負担による就労継続 
支援事業（雇用型）の減免措置 

補足給付 
（食費・光熱水費負担を軽減） 

補足給付 
（食費・光熱水費負担を軽減） 

食費の人件費支給に 
よる軽減措置（3年間） 

個別減免 社会福祉法人が利用者負担軽減措置を行った場合の公費助成（経過措置） 

従来より食費や居住費について
は実費で負担→新たな負担は発
生しませんが、通所施設を利用し
た場合には、　の軽減措置が受
けられます。 

定
　
率
　
負
　
担 

食
費
・
光
熱
水
費 

1

2 3

1

2
3
4
5 6 7
8

4

5 7
7

6

8

生活保護受給世帯 0円 

15,000円 

24,600円 

37,200円 

生活保護 

低所得１ 

低所得２ 

一　　般 

市町村民税非課税世帯で、サービスを利用 
するご本人の収入が80万円以下の人 

市町村民税非課税世帯 

市町村民税課税世帯 

例）３人世帯で障害基礎年金1級受給の場 
　　合、おおむね300万円以下の収入 
例）単身世帯で障害基礎年金以外の収入が 
　　おおむね125万円以下の収入 

区　分 世 帯 の 収 入 状 況  月額負担上限額 

障害福祉サービスを利用した場合の負担 

障害者自立支援法についての説明会を開催します 

　利用者負担は、所得に着目した応能負担から、サービス量と所得に着目した

負担の仕組み（１割の定率負担と所得に応じた月額上限の設定）に見直される

とともに、障害種別で異なる食費･光熱水費などの実費負担も見直され、３障害

共通した利用者負担の仕組みとなります。  

　また、定率負担、実費負担のそれぞれに、低所得の人に配慮した軽減策が

図られます。 

月ごとの利用者負担には上限があります。 

入所施設、グループホームを利用する場合、さらに個別減免があります。 

社会福祉法人などの提供するサービスを利用する場合、１つの事業所での月額負担上限額は半額になります。 

同じ世帯のなかで複数の人がサービスを利用しても、月額負担上限額は同じです。 

食費など実費負担についても、軽減措置が図られます。 

生活保護への移行防止策が図られます。 

●障害福祉サービスの定率負担は、所得に応じて右表の

４区分の月額負担上限額が設定され、ひと月に利用した

サービス量にかかわらず、それ以上の負担は生じません。 

●なお、所得を判断する際の世帯の範囲は、住民基本台

帳での世帯が原則ですが、住民票で同じ世帯となってい

ても税制と医療保険で被扶養者でなければ、障害のある

人とその配偶者を別世帯と扱うことができます。 

「障害者自立支援法」に関する 
お問い合わせ 
　福祉事務所障害福祉班 
　（1内線2564） 

大島村離島開発総合センター 

田平町民センター 

生月町中央公民館 

市社会福祉センター（社会福祉協議会） 

市ふれあいセンター 

午後２時～ 

午前10時～ 

午後２時～ 

午後７時～ 

午後７時～ 

３月10日（金） 

３月12日（日） 

３月12日（日） 

３月13日（月） 

３月14日（火） 

と　　　き と　こ　ろ 

※各会場、説明と質問時間を含め２時間程度を予定しています。 
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中間所得層１ 
負担上限月額 
5,000円 

低所得１ 
負担上限月額 
2,500円 

生活保護 
 

負担０円 

低所得２ 
負担上限月額 
5,000円 

中間所得層２ 
負担上限月額 
10,000円 

負担上限月額 
10,000円 

負担上限月額 
　　医療保険の自己負担限度 

負担上限月額 
40,200円 

一定所得以上 
（重継） 

負担上限月額 
20,000円 

高額治療継続者（「重度かつ継続」） 

中間所得 

一定所得以下 中間所得層 一定所得以上 

育成医療の経過措置 

一定所得以上 
公費負担の 
対象外 

医療保険の 
負担割合・ 
負担限度額 

生活保護 
世　　帯 

市町村民税 
非課税 

本人収入≦80万 

市町村民税 
非課税 

本人収入＞80万 

市町村民税 
（所得割） 
＜２万 

2万≦ 
市町村民税 
（所得割） 
＜20万 

 

20万≦ 
市町村民税 
（所得割） 

平成18年4月、 

「障害者自立支援法」が 
施行されます 

障害施策が大きく変わり、いっそう充実されます 

障害者自立支援法のポイント 

障害に係る公費負担医療は自立支援医療に変わります 

 

 

①障害の種別（身体障害 ･知的障害 ･精神障害）にかかわらず、障害のある人々が必要とするサービスを利用

　できるようになります。 

②サービスの量が増え、どの地域でも、支援の必要度に応じてサービスを利用できるようになります。 

③サービスを利用する人々もサービスの利用量と所得に応じた負担を行うとともに、国と市が責任を持っ

　て費用負担を行うことをルール化して財源を確保し、サービスの充実が図られることになります。 

④「地域で暮らしたい」・「就労したい」といったニーズにあったサービスが受けられます。 

⑤支給決定については、介護保険と同様に、審査会において判定されることになります。 

 

 

 

　これまでの障害に係る公費負担医療（精神通院医療、更生医療、育成医療）が自立支援医療に変わります。 

■自立支援医療の対象者、自己負担の概要 

○対象者　従来の精神通院医療、育成医療、更生医療の対象となる人と同様の疾病を有する人（一定所得以上の

人を除く）。 

※対象疾病は従来の対象疾病の範囲どおり 

○給付水準　自己負担については原則として医療費の1割負担となります。（　部分）  

　ただし、世帯の所得水準などに応じて一月当たりの負担に上限額が設定されます。 

　また、入院時の食費（標準負担額相当）については原則自己負担となります。 

■ ■ 
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「平戸市への提言」 
あなたの声を市政に!

「平戸市への提言」 
　市民のみなさん、日ごろの生活の中で「こうしたらいい

のに」、「これは不便だ」といった思いをしていませんか？

次号の広報ひらど４月号で、市民のみなさんから市政へ

のご意見やご提言を広く募集しますので、お気軽にお寄

せください。 

　なお、昨年平戸地区に届いた多くの提言の中から、一

部を回答とあわせて紹介しますので参考にしてください。 

　合併後の課題は観光業をどのように発展させ、

流動人口をどこまで増やせるかである。 

　市民参加によって観光業を発展させるため、

合併を待たずに旧４市町村連携で市民主体の「新

観光創造プロジェクト」を立ち上げてはいかが

だろうか。 ( 要約 ) 
 
【回答】 
　合併により最も効果的な産業は、観光であ

ると認識していますので、４市町村の観光資

源や伝統文化、食材などを融合させ、新「平

戸市」をより魅力的な観光地として発展させ

るよう取り組んでいかなければなりません。 

　今回そのための一つの手法をご提案いただ

いたものと思っています。しかしながら、これ

までにこのようなプロジェクトについての協議

を行っておらず、現実的には新市発足前に立

ち上げることは困難です。 

　また、観光協会や商工会議所なども当面は

現状のまま存続していくことが確認されており、

行政も総合支所方式の中で、イベントなど各

支所管内で個別に行っていくことが確認され

ています。ですが、新平戸市として、各観光

協会・各商工会議所、また、本庁・各支所

同士連携を取り合って観光振興に努めていき

たいと思います。 

　　　　　　　　　　　（観光商工課） 

※平戸市からの回答は、合併により生じた状況の 
　変化をもり込んでいます。 

「平戸市への提言」に関するお問い合わせ 
総務課行政班　1内線2314

『新「平戸市」の観光業について』 

　冬の寒い時期や、雨の日など外で遊ばせる

ことが出来ないときに、屋内で遊ばせる所が

確保できないでしょうか。例えば、ケガ・事故

などは一切親の責任のもと文化センターの一

室などを開放するとか。また、週に一度の保

育サークルの回数を増やして欲しい。（要約） 
 

【回答】 
　子育て支援対策については、保育サービスを

中心とした支援体制に取り組んでいましたが、

平成15年度から子育て中の家族を対象とした

「地域子育て支援センター」を「愛の園保育所」、

「平戸口社会館」内に設置し、子育てに関する

相談や保護者の交流および親子で一緒に遊べ

る場の提供を行っています。 

　平成 17年度には「東和愛児園」、「中野愛

児園」で新たに開設しており、平成18年度は

さらに１か所開設する計画をしています。 

　また、「雨の日や寒い時期の遊び場」につ

いては、平成 16 年度に実施したアンケート調

査でも同様の要望があり、平成 17 年 3 月に

作成した「平戸市次世代育成支援行動計画」（子

育て支援計画）においても、重要な支援対策

として位置付け、関係機関と連携を図りながら

「居場所づくり」に取り組んでいきたいと考え

ています。　　　　　　　（福祉事務所） 

『子育てについて』 
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体験学習事業 

2006ふるさと探検隊 2006ふるさと探検隊 

生月町博物館「島の館」 

・ 野滑り(草スキー)、凧を作って山で遊ぼう（桃の節句） 
・ 捕鯨の史跡を歩こう 
・ 冬鳥の渡り観察会 

・ 磯の口明けだ！海辺の観察会 
・ 川と野原の生きもの観察会 
・ ホタルの観察、生態学習会 

・ 田んぼの学校「田おこし・田植え」編 
・ かくれキリシタンの史跡を歩こう 
・ 初夏の昆虫観察会 

・ 「磯は生きものの宝箱！｣ 海辺の観察会 
・ 夜の昆虫観察会（７月～８月）たびら昆虫自然園へ行こう 
・ 田んぼの学校「生きもの調査」編 

・ 海洋スポーツに挑戦「カヌー、ヨットを体験しよう」 
・ 田んぼの学校「草刈り」編 
・ 夏休み特別企画「夏休み作品作り」ほか（昆虫、貝採集など） 

・ シジミチョウ、セセリチョウの調査    
・ 夜の鳴く虫観察会（たびら昆虫自然園へ行こう） 
・ 鷹の渡り観察会（調査）アカハラダカ、ハチクマほか 
・ 木や花の観察会（木に名札を付けよう） 
・ 田んぼの学校「稲刈り」編（昔の稲刈り体験、トウミ、千歯コギなど） 
・ 砂浜の生きもの観察会 

・ 生月おもしろ所探検隊（どうして～？なぜ？を探しに行こう） 
・ 野草の観察、採集（七草の植え付けなど） 

・ バードウォッチング 

・ 山登り体験（小学４年生以上） 
・ 田んぼの学校「収穫感謝祭」編（昔の餅つき体験） 

・ 漂着物調査「漂着物でオブジェを作ろう!!」 

・ 野草を食べよう！「春を探しに野山に行こう」 
・ 春の海の観察会（イソギンチャク、海草調査） 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

２月 

３月 

実施予定月 教　　　　　室　　　　　名 

体験学習事業 

2006ふるさと探検隊 

生月町博物館「島の館」 

参加者 募集！ 

ふるさとの豊かな自然を体験し、伝統・歴史・文化に触れて、ふるさと「平戸」の魅力を発見しよう！ 

○申込み 
　生月町博物館「島の館」まで 
　電話でお申込みください。 
　申込みした人には、詳しい実 
　施要項などを後日郵送します。 
○申込締切 
　各事業開催月の前月末まで 
 

○対象者 
　小学生～中学生 
　※一般参加も可 
　※小学校低学年は保護者同伴 
　　が原則です。 
○参加費 
　100円～500円程度 
　（保険代、材料代込み） 

生月町博物館「島の館」 
153-3000 

申 問 ・ 
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受章（賞）おめでとうございます 

旭日単光章（高齢者叙勲） 

　生月町壱部の元町議会議員、大岡留一さん（88）が、旭日単光章を受章さ

れました。昭和46年４月に生月町議会議員に当選以来、３期12年の長きにわた

り、町政発展のために尽力されました。また、大岡さんは昭和31年に生月土地改

良区理事に就任、昭和41年には生月町農業共済組合幹事に就任され、さらに

昭和44年には生月町農業協同組合理事に就任され、農業経営の安定化と農業

振興に寄与されました。 

平成17年度 
愛鳥週間用ポスター 
文部科学大臣奨励賞 

田平中　３年 

川口 　陽子さん 
かわぐち　　  ようこ 

「ごはん・お米と私」 
作文コンクール 
全国農業協同組合中央会会長賞 

志々伎小 ５年 

久松 　貴大さん 
ひさまつ　 　たかひろ 

平成17年度 
長崎県スポーツ表彰 
社会体育優良団体賞 

田平少年柔道クラブ 

第51回子ども県展 
知事賞 
（絵画の部・デザインの部） 

度島中 １年 

古川　 孝也さん 
ふるかわ　　 たか や 

優秀賞（指定図書の部） 

度島中　２年 

山口　　藍さん 
やまぐち 　　  　あい 

優秀賞（自由図書の部） 

度島中　２年 

田中　　和さん 
た  なか　　　 いずみ な  や  せい  し  ろう 

優良賞（自由図書の部） 

平戸小　４年 

納屋誠志郎さん 

優良賞（自由図書の部） 

度島中　１年 

井元　美伽さん 
いのもと　  　み　か 

平成17年度 
人権標語コンクール 
優秀賞（中学校の部） 

野子中　２年 

白鞘健太郎さん 
しらさやけんたろう 

第54回西九州 
中学生書道即席大会 
県知事賞 

平戸中　３年 

田渕　 夏紀さん 
 た ぶち　　   なつ き 

山田小　２年 

舩原　 茉里さん 
ふなばら　　    ま   り 

青少年読書感想文 
コンクール 
最優秀賞（小学校低学年の部） 

平成17年度 
交通安全に関する作文 
県知事賞（中学校の部） 

生月中　２年 

小田　 佳奈さん 
お　だ　　 　か   な 

第49回西日本読書感想画コンクール 

おおおかとめいち 

Hirado City 8



　２月 18日、19日の両日、平戸港交流広場で、

平戸流炭火焼～冬の陣～エビ・カキ祭りが行われ、

平戸の旬の味覚を味わおうと市内外から約 3,500

人が訪れました。ウチワエビ、カキ、サザエの基本

セットのほか、カキ天やタコ天、川内かまぼこ、鮮

魚の販売など、目玉商品も目白押しで、訪れた人

の舌を楽しませました。当日は、福岡県など遠来か

らの観光客も多く、「来年もぜひ開催して欲しい。

楽しみにしています」と嬉しい声もたくさん聞かれま

した。 

平戸の旬の味覚に舌鼓！ 

　２月18日、19日の両日、田平町町民センターで、

第 32回田平町つばき物産展が開かれ、市内外か

ら約1,200人が訪れました。会場には、色とりどりの

20 種類以上もの藪つばきが展示されたほか、子ど

もたちの絵画展、生け花、茶の湯接待、農産物販

売などがあり、賑わいをみせました。また、今回は

餅つき大会も開催され、参加した子どもたちや来場

者にあつあつの餅が振舞われました。  

 

田平町つばき物産展 

「生涯学習月間」多彩な催し 

　市では、多彩な学習機会を提供しようと２月を「生涯学習月間」と定めています。今

年も講演会や各種講座などたくさんの事業が展開されました。ここに一部を紹介します。 

① 15 日、平戸文化センターで、第３回市生涯学習

講演会が開かれました。東京大学名誉教授、医学

博士でもあり「バカの壁」や「死の壁」などの著者と

して有名な養老孟司さんが、「現代人はなぜ利口な

バカになったのか」と題して講演しました。 
 

②また、同日に、生涯学習パスポート奨励賞の授与

式が行われ、出口教育長から市民のみなさん７名に賞

状と記念品が授与されました。 
 

③ 12 日、北部公民館で、崎方町の飲食店店主の

前川健一さんを講師に招き、平戸じのもん学「平戸

を食べつくす」が開催されま

した。食材は、平戸市・志々

伎両漁協が、新鮮なカキやヒ

ラメ、ウチワエビを、平戸市

森林組合が、菌床しいたけを

提供。前川さんがウチワエビ

のフライや揚げだししいたけな

ど８品を調理指導しました。 

① 

③ ② 
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　２月19日、平戸の春の風物詩「川内峠の野焼き」

が行われ、燃え上がる炎と煙の迫力に、見物客か

ら歓声が上がりました。この野焼きは、県内有数の

草原の景観保全や防火、若草の育成を目的に市や

消防団などが毎年実施しているもので、火が付けら

れて２時間ほどで、約30ヘクタールの草原を焼きま

した。 

冬の風物詩　川内峠の野焼き 

　１月20日、国の文化審議会（阿刀田 高会長）は、
松浦史料博物館（旧松浦詮邸）を国登録有形文化
財に登録するよう文部科学大臣に答申しました。国
登録文化財は「築後50年を経過した建築物で、国
土の歴史的景観に寄与しているもの、造形の規範と
なるもの、再現が容易でないもの」のいずれかに該当
するものが、登録の資格を持つとされています。同博
物館は、明治時代に建てられた旧藩主松浦氏の御殿

で「千歳閣」「九犀斎」「玄関棟」「閑雲亭」「閑雲亭待合」
の１か所５件が登録される予定です。 

「松浦史料博物館」が国登録文化財に 

　２月12日、いきつきロード2006大会が生月町（生

月支所～生月大橋間）で行われ、すがすがしい晴

天の下、市内外より約 1,000 人の選手が参加し、

海岸線の磯の香りを満喫しながら健脚を競いました。

当日は風が強く、10kmを走った選手からは「前

半の5kmと後半の5kmのタイムが全く違った」と

苦笑い。大会終了後は、恒例の婦人会によるぜん

ざいが選手らに振舞われ、疲れた体を癒しました。 

磯の香りを満喫して 

　２月 15日、西日本電信電話株式会社平戸支店

の鴛淵宏支店長が市役所を訪れ、目や耳の不自由

な人のために役立ててほしいと、「電話お願い手帳」

と「ふれあい速達便」各 160冊を公務出張中の白

k市長に代わって出席した尼h助役に手渡しました。 

　「電話お願い手帳」は110番など電話をかけても

らいたいときに利用するもので、また「ふれあい速達

便」は、ファクスを送るときの専用用紙として利用で

きるものです。 

目や耳の不自由な人のために役立てて 

せんざいかく げんかんとう かんうんてい かんうんていまちあい きゅうこうさい 

おしぶち 
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　１月 21日、「平戸ふるさとカルタ大会」（平戸小

学校 PTA 主催）が開かれ、児童や保護者ら約

600 人が参加しました。大会は、３人１組で行う団

体戦と、体育館の床いっぱいに置かれた大判カルタ

を使ったファミリー戦で行われました。このカルタには、

平戸の歴史や自然、名所などが５･７･５形式で織

り込まれており、参加した児童らは、カルタ取りを楽

しみながら平戸の歴史や文化を学習しました。 

カルタでふるさとのことを学ぶ 

　第52回「文化財防火デー」の１月26日、多く

の重要文化財などを所蔵する松浦史料博物館で総

合防災訓練が行われました。市教育委員会の職員

や消防関係者らが参加し、万一の際に備えて訓練。

訓練は、茶室閑雲亭付近の山林から出火したとの

想定で始まり、通報で駆けつけた消防隊が山林に

向け一斉放水しました。また、益富家住宅（国登

録文化財・生月町）など13か所でも初期消火訓

練や消防設備の点検などが行われました。 

 

文化財を　守ろう！ 

　１月 28 日、北部公民館で、「平戸・史跡・町

並みシンポジウム」（日本建築学会九州支部歴史

意匠委員会、市教委主催）が行われ、市民ら約

130名が参加しました。市教育委員会や専門家が

大島神浦地区町並み調査や、平戸城下旧町地区

の町並み調査とまちづくり、平戸オランダ商館の石

造倉庫復元に関する最新の情報をそれぞれ報告。

また、史跡や町並みの保存や活用について参加者

と専門家が討論しました。 

専門家が平戸の歴史について報告 

　1月 29 日、田平町で、第 36 回田平町駅伝大

会 (９区間 18.5ｋｍ、女子 6区間 12.1ｋｍ )が開

催され、町内区対抗の部12チーム、町内一般の部

２チーム、オープンの部 10チーム、女性一般の部２

チームの計26チームが参加して健脚を競いました。（大

会結果は次のとおり） 

■町内区対抗の部　以善区（２連覇） 

■町内一般の部　　下亀走ろう会 

■オープンの部　　 猶興館男女陸上部 

■女性一般の部　　ハイトップレディース（田平中） 

早春の風を感じて 
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Club Introduction

CLOSE UP!
クラブ紹介 

平戸クラブ 

活 動 日／不定期（月４回程度） 
活動会場／ライフカントリー 
　　　　　（市総合運動公園） 
対 象 者／情熱のある人ならどなたでもOK！ 
連 絡 先／事務局（本山）　124-2748  
部 員 数／21人 

代　　表／中務　太さん（根獅子町） 

「一緒に平戸のサッカーを盛り上げましょう！」 

　平戸クラブは、伝統あるクラブで20代のメンバーを中心

とした社会人のサッカークラブ。

県内で行われている社会人の

大会にも積極的に参加し、練

習も不定期ですが月４回程度

行い、市内の社会人チームと

の練習試合など精力的に活動

しています。部員一同、より高

いレベルを目指し、日々頑張

っています。平戸クラブでは

サッカーに対し、情熱のある

部員を募集しています！興味

のある人はぜひご連絡ください。 

　大塚ヘルシーサークルでは、幼児から一般の方まで、仲良
く楽しくダンスやダンベル体操、ストレッチ体操を楽しん
でいます。市内外でのイベント
にも積極的に参加しています。
また、老人ホームへ訪問したり
と活動は活発です。「みんなが笑
顔になれるようなダンスを踊り
たい」と代表の大塚さん。特にジ
ュニアの部のダンスは思わず笑
顔がこぼれるはずです。大塚ヘ
ルシーサークルでは、現在部員
募集中です。ダンスに興味があ
る人、体を動かしたいなと思っ
ている人など、お気軽に一度足
を運んでみてください。 

■活動ＤＡＴＡ■ 

Club Introduction
クラブ紹介 

大塚ヘルシーサークル 

▲笑顔がすてきなジュニアの部のメンバー 

▲本当にサッカーが好きな平戸クラブのみなさん 

▲キャプテンの松本宏大さん 

▲ジュニアのメンバーが愛らしい 
　踊りを披露 

活 動 日／ジュニアの部　毎週土曜日　 
　　　　　　午後７時～午後９時 
　　　　　一般の部　毎週月～土曜日 
　　　　　　午後７時30分～午後９時 
活動会場／平戸文化センターほか 
対 象 者／ジュニアの部（幼児～高校生） 
　　　　　一般の部（一般成人） 
連 絡 先／123-2082  
代　　表／大塚　ケイ子さん（岩の上町） 

なかつか 

「みんなが笑顔になれるように！」 

■活動ＤＡＴＡ■ 

まちのひとびと
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Happy Birthday
★お誕生日おめでとう！★ 

3月生まれ 

平戸のわっかもん 

　小さいころからの憧れだった看護師を目指し、高校卒業後、佐

世保市の看護専門学校へ。３年間の勉強を終え、昨年の４月から

田平町の青洲会病院に勤務されています。「患者さんと接すると

きは、笑顔と言葉づかいに気をつけています」と塩谷さん。療養病

棟に配属され、主に患者さんのお世話をしています。いつも元気

で笑顔いっぱいの塩谷さん、患者さんにとってすてきな「白衣の

天使」として頑張っています。 

■勤務先 

　医療法人青洲会　青洲会病院 

■ニックネーム 

　ちなみ 

■性格は？ 

　明るくて元気 

■趣味・特技 

　茶道・ドライブ 

塩谷　千奈美さん 
　　（22歳・田平町野田免） 

しお   や　　  　ち　 な　 み 

30歳までには結婚して、いっぱ 
い子どもを産んで、明るい家庭 
を築きたいです！ 

Vol.４ 

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？ 

募集しています 

「平戸のわっかもん」 
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。
掲載を希望する人は下記までご連絡ください。 
 
「クラブ紹介」 
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団
体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、など掲載を希望する
団体は下記までご連絡ください。 
 
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」 
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載
は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日です。掲載のご予約は、
お気軽に、お早めに。 
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・
電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の名前を添えて郵送ま
たはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿い
ただいた作品は必ずしも掲載するとは限りませんのでご了承ください。 
 

 あて先 
　〒８５９-５１９２　平戸市岩の上町１５０８番地３　企画課地域振興班 
　E-Mail　kikaku@city.hirado.lg.jp

藁科　愛実ちゃん（H16.3.18） 
わらしな　  ま な み  

～誠さん・美智代さんの次女～ 
　　　　　　　　≪戸石川町≫ 

いつまでもお姉ちゃんと仲良しでいてネ！ 

ひがしかわ   　ももこ 

～茂宏さん・薫さんの次女～ 
　　　　　　　≪田平町山内免≫ 

素直でかわいい女の子に育ってネ！ 

田中　愛子ちゃん（H17.3.7生） 
た な か 　   あ  こ  

～健司さん・初美さんの長女～ 
　　　　　　≪生月町壱部浦≫ 

いつも笑顔をありがとう！ 

東川　桃子ちゃん（H15.3.23生） 

Hirado City13



●３月の主なもよおし● 
■赤ちゃんおはなし会　14日（火）　10：30～ 
■おはなし会　毎週土曜日　14：00～ 

※詳しくは図書館・各公民館等図書室へお尋ねください。 

平戸図書館 122-4017

■沖で待つ／絲山　秋子 
■クローズド・ノート／雫井　脩介 
■おやすみ、こわい夢を見ないように／角田　光代 
■砂漠の薔薇／新堂　冬樹 
■アコギなのかリッパなのか／畠中　恵 
■キタイ／吉来　駿作 
■やがての蛍／澤田ふじ子 
■小鳥はいつ歌をうたう／ドミニク・メナール 
■ムンクを追え！『奪還』に賭けたロンドン警察庁美術 
　特捜班の100日／エドワード・ドルニック 
■南の島を開拓した人々／宮本　常一 
■家族の痕跡／斉藤　環 
■箸づかいに自信がつく本／小倉　朋子 
■じゃがいも料理／高山なおみ 
■ターシャのスケッチブック／ターシャ・テューダー 
■断り状・督促状・詫び状書きにくい手紙文例事典／真田　誠 

［３月の休館日］ 
　毎週月曜日（６日・13日・20日・27日）  
　春分の日（火・21日）・年度末整理（29日～31日） 

一
　
般
　
書 

■のはらのひなまつり／岩村　和朗 
■さくら子のたんじょう日／こみねゆら 
■あなたをずっとずっとあいしてる／宮西　達也 
■くものすおやぶん とりものちょう／秋山あゆ子  
■またぶたのたね／佐々木マキ 
■セロひきのゴーシュ／いもとようこ 
■金貨をくれるへび／寺岡　正道 
■なにももたない くまの王さま／パウラ・ヘリッツエン  
■ドラゴン王子さま／茂市久美子 
■包帯クラブ／天童　荒太 
■とぶ船（上・下）／ヒルダ・ルイス 
■イシガメの里／松久保　晃 
■バレエ・スクール／ナイア・ブレイ モファット  
■こども地球白書2005-06／クリストファー・フレイヴィン 
■死ぬのは、こわい？／徳永　進 

児
　
童
　
書 

●３月の主なもよおし● 
■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）　４日・25日 
■映画会　11日 
・まんが日本昔ばなし（花咲か爺さん/夢を買う/さるかに合戦/たのきゅう）50分 
・世界の名作ビデオ絵本（ロビンフッドの冒険）　12分 
　※ゆめホールの大スクリーンにて上映しています 
■第２回利用者の集い　18日※申込みが必要です 
 

永田記念図書館 128-0128

■仕事に直結する！！ライセンスベスト106／新星出版社  
■老人自立宣言！／村山　孚 
■こどもの手話ソング集／民衆社編集部 
■花おりおり その３／湯浅　浩史  
■食べものはくすり／橋本紀代子 
■若さと健康をつくるウォーキング／岡本香代子 
■初心者のための機械製図／藤本　元 
■おかずいらずのご飯料理／宇野　智子 
■女職人になる／鈴木　裕子 
■ダンスで越えた私の人生／萩原　葉子 
■こころ残り／阿刀田　高 
■豆腐屋の四季（冬の章・春の章）／松下　竜一 
■女王様と私／歌野　晶午 
■罪と罰／立花　光 
■あの日にドライブ／荻原　浩 
■キング・コング／田中　芳樹 
■未練／泉　響子 

記憶が消えていく 

［３月の休館日］ 
　毎週月曜日（６日・13日・20日・27日）  
　春分の日（火・21日）・年度末整理（29日～31日） 

今月の 
おすすめ 
本 

今月の 
おすすめ 
本 

一
　
般
　
書 

■野の草なまえノート／文化出版局 
■たのしい行事と工作　４がつのこうさく／竹井　史郎 
■器楽合奏にチャレンジ③歓送迎会編／さいとうみのる 
■学校で楽しむみんなの合唱②<入学・卒業式編>／さいとうみのる 
■九州の方言　調べてみよう暮らしのことば／井上　史雄 
■ビート・キッズⅠ・Ⅱ／風野　潮 
■リズム／森　絵都 
■だれも知らない小さな国　コロボックル物語①／佐藤さとる 
■ふたつの家の少女メーガン／エリカ・ジョング 
■ちきゅうのうえで　いのちのたびのおはなし／沢田としき 
■なんじゃもんじゃのいのち／高見八重子 
■だれのあしあと／ふくだとしお 
■ひとまねこざるびょういんへいく／Ｈ．Ａ．レイ 
■みんなともだち／村上　康成 
■あしたはえんそく／山西ゲンイチ 

児
　
童
　
書 

著　者／一関　開治 
出版社／二見書房 

　たとえこの先・・・・・妻の顔さえわからな
くなっても、妻は私の心のなかに、いつまで
も生きていると思う。  

　京都を代表する写真家二人が送る、京
都の桜ベスト100。春爛漫の古都の風景を
捉えた美しい写真集。一枚一枚の写真が
ベストショットの名にふさわしい美しさで、京
都の桜の魅力を十二分に味わえる一冊。 

　山の小学校の一年生は7人。あい子先
生といっしょに、ひなまつりのための、おひ
なさまをおっています。村にある「やまぶき
宿」で初節句をむかえる6人の赤ちゃんと
祝うひなまつりの話。 

いっぱいなかよし 
今月の 
おすすめ 
本 

今月の 
おすすめ 
本 

著　者／かさいまり 
出版社／岩崎書店 

　ひっこしって、やだなあ・・・・・とうさ
んの仕事でひっこしばかり。ともだちと
わかれるのがさびしいチェックは、すこし
だけなかよくしようと決めますが・・・・・  

京都桜百景 
今月の 
おすすめ 
本 

今月の 
おすすめ 
本 

著　者／橋本　建次 
出版社／光村推古書院 

おとまりのひなまつり 今月の 
おすすめ 
本 

今月の 
おすすめ 
本 

　作　／宮川　ひろ 
　絵　／ふりやかよこ 
出版社／ポプラ社 

（各土曜日・各14：00～） 
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新着図書紹介 このほかたくさんの 
新着図書があります!!みんなの図書館 みんなの図書館 

としょかん 



　
１
８
８
２
年
（
明
治
15
年
）
３
月
24

日
、
ド
イ
ツ
の
医
学
者
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ

ホ
が
「
結
核
菌
」
の
発
見
を
学
会
に
発

表
し
ま
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

は
１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）
の
世
界

保
健
総
会
で
、
こ
の
日
を
「
世
界
結
核

デ
ー
」
に
制
定
し
ま
し
た
。 

 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

 

①
世
界
で
は
、
年
間
９
百
万
人
も
の
人
が

　
結
核
を
発
病
し
、２
百
万
人
が
結
核
で

　
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

②
結
核
は
治
る
病
気
で
す
。 

③
結
核
撲
滅
の
た
め
の
世
界
結
核
対
策

　
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　 

　
世
界
の
新
し
い
結
核
患
者
の
95
％
が

発
展
途
上
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

結
核
は
途
上
国
の
人
々
だ
け
で
な
く
世

界
中
の
人
々
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
結
核
に
対
す
る
認

識
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。 

■
今
も
結
核
は
我
が
国
最
大
の
感
染
症 

　
結
核
は
昔
の
病
気
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
結
核
は
、
今
で
も
日
本
で
１
日
に

86
人
の
新
し
い
患
者
が
発
生
し
、
６
人

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
結
核
が
忘
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
、
根
絶
し
な
い
原
因
の

一
つ
で
す
。 

■
風
邪
の
よ
う
で
風
邪
じ
ゃ
な
い 

　
そ
れ
が
「
結
核
」
！ 

　
結
核
は
、
人
か
ら
人
へ
と
移
る
病
気
「
感

染
症
」
で
す
。 

 

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
病
院
へ
！ 

○
長
引
く
咳
（
２
週
間
以
上
） 

○
タ
ン
が
出
る 

○
長
引
く
微
熱 

○
体
重
減
少 

○
長
引
く
倦
怠
感 

○
胸
痛 

 

　
自
分
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
、
家
族

や
周
り
の
大
切
な
人
の
健
康
を
守
る
た
め

に
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
結
核
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　４月から、平戸地区の中

南部地区の母子手帳交付

場所が、中・南部出張所か

らサン・ケア平戸 ( 平戸市

保健センター)になります。 

母子手帳の交付場所が変わります 

　これまで生月地区、田平

地区で使用していた乳児一

般健康診査受診票 (病院で

検診が無料で受けられる券)

は、今年４月から使用できな

くなります。各地区で実施

している集団健診を引き続き

ご利用ください。 

４月から乳児一般健康診査受診票が 
使用できなくなります 

３
月
31
日
ま
で
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
！ 

（生月・田平地区） 

　
予
防
接
種
法
が
一
部
変
わ
り
、
４
月

か
ら
麻
し
ん
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
は
混
合

接
種
と
な
り
ま
す
。
麻
し
ん
あ
る
い
は
風

し
ん
の
単
独
接
種
を
ど
ち
ら
か
一
方
し
か

受
け
て
い
な
い
人
は
、
済
ん
で
い
な
い
方

を
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

※
受
け
る
際
は
旧
市
町
村
の
日
程
表
や

案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。 

　
先
に
三
種
混
合
な
ど
ほ
か
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
で
、
接
種
間
隔
が
分

か
ら
ず
、
麻
し
ん
あ
る
い
は
風
し
ん
の
単

独
接
種
を
い
つ
受
け
れ
ば
よ
い
の
か
と
い

う
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
接
種

間
隔
や
体
調
な
ど
で
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 
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●保健師だより● 

サン・ケア平戸通信 サン・ケア平戸通信 
■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） 128－1000　■生月支所市民生活課福祉保健班153－2111　■田平町福祉保健センター157－0977　■大島支所市民生活課福祉保健班155－2511

サン・ケア平戸 

保健師　末永明子 

３月24日は 
「世界結核デー」 



Vol.5

文化財ＤＡＴA

■名　称 

　是心寺のソテツ 

■種　別 

　県指定天然記念物 

■指定年月日 

　昭和54年４月27日 

■所有者 

　是心寺 

■所在地 

　田平町山内免 

田平の天然記念物1
県指定天然記念物 

文化財ＤＡＴA

■名　　　称　海寺跡のハクモクレン 

■種　　　別　県指定天然記念物 

■指定年月日　昭和54年４月27日 

■所　有　者　武野恵美（管理・平戸市） 

■所　在　地　田平町山内免 

海寺跡のハクモクレン 
　毎年３月中ごろ、田平町の瑞石山無量寿院海寺

（通称「海寺」）跡に、大形の白い花を咲かせる

ハクモクレンの巨木があり、遠く平戸大橋からもそ

の姿を望むことができます。 

　県の天然記念物に指定されているこのモクレンは、

まれに見る巨樹で、目通り幹周り2.2ｍ、高さ15

ｍ。全国の天然記念物を調査している日本植物

保護推進会議の調査（平成４年６月実施）による

と、ハクモクレンとしては日本一の大きさということ

です。 

　ハクモクレンは、中国原産のモクレン科の落葉

高木で、樹齢は言い伝えによれば１千年といわれ

ていますが、少なくとも600年は経過しているもの

と推定されています。 

ずいせきさん むりょうじゅいんうみでら 

うみ  でら   あと 

是心寺のソテツ 

　ソテツは、南西諸島を

中心に生育する亜熱帯

系植物で、雄株と雌株に

分かれており、古くから

観葉植物として植えられ

たようで、温暖な海岸部

に見られます。 

　是心寺のソテツは、

本堂裏に植えられた雌株

で、根回り約 4 . 1 ｍ、

根元から１ｍ上の主幹の

回りが1.8ｍあり、高さ８

ｍに達する大きなものです。

花は６月ごろ、茎の上端

の葉の中央に咲きます。 

文化財ＤＡＴA

■名　称 

　平戸口のビロウ自生地 

■種　別 

　県指定天然記念物 

■指定年月日 

　昭和31年４月６日 

■管　理 

　平戸市 

■所在地 

　田平町山内免 

平戸口のビロウ自生地 

　ビロウは、ヤシ科に属

する亜熱帯系の常緑高

木で、高さも20ｍ近く

に成長します。台湾から

琉球列島などを経て、

九州の東西両岸や離島

に分布しており、主に海

岸に面した森林内に自

生しています。 

　平戸口のビロウは、

田平町の野田熊野神社

の境内に大小 20 本が

自生しており、九州本

島における自生地の北

限として貴重なことから、

昭和 31 年に県の天然

記念物に指定されてい

ます。 

ひ ら  ど  ぐ ち  ぜ　  しん   じ 

お かぶ め かぶ 
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平 戸 遺 産  
ひら ど い さん 



「春は異動のシーズン 
　　　　　届け出はお忘れなく！」 ！ 年金 年金 

おしえて 

年金 
おしえて 

■保険福祉課国保年金班（1内線2589）■佐世保社会保険事務所（10956-34-1141） 

隆乃若奮戦記 

隆乃若プロフィール 
■生年月日　昭和51年４月２日 
■身長191cm　体重148kg 
■初 土 俵　平成４年３月 
■新 入 幕　平成11年11月 

■敢 闘 賞　３回 
■得 意 技　右四つ・上手投げ 
■生涯戦歴　448勝395敗67休 
■幕内戦歴　229勝240敗40休 

　平成 18年初場所を振り返ってみると、まず１勝５敗で迎えた７日目大翔

大戦、立ち合いからなんとかまわしを探ろうとする大翔大に全く相撲を取ら

せず、力強く一気に土俵外まで寄り切っていきました。負け越しが決まった

後の11日目の琴春日戦でも、勝負を諦めることなく左の前まわしを取り、

土俵際スキを見てすかさず下手出し投げにもっていきました。 

　しかし、東十両５枚目で挑んだこの今場所、隆乃若関は本来の自分の

力を出しきることが出来ず、残念ながら６勝９敗の成績に終わりました。な

かなか調子を取り戻すことができず、苦しんでいます。テレビの前で、「ま

だまだ隆乃若関の力はこんなものではないはずだ」という歯がゆい思いで

応援していた人も多かったのではないでしょうか。こうしている今も、隆乃若

関はひたむきに稽古に励んでいます。来場所こそ、立ち合い鋭くぶつかり

右上手を取って豪快に相手を投げる、激しく突っ張り力強く一気に土俵外

へ持っていく、というようなこれぞ隆乃若！！という相撲をぜひ見たいものです。

辛抱の場所が続いてはいますが、来場所もさらなる応援をよろしくお願いし

ます。 

　春は異動のシーズンです。次に該当する場合は保険福祉課および各支所市民生活課、または配偶者

の勤務する事業所で国民年金の届け出を忘れずに行ってください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

■保険料の額が変わります　平成18年度の国民年金保険料は、月額13,860円です。 
■保険料の納付は口座振替をご利用ください 
　保険料の納付は「口座振替」をご利用ください。申込みは、希望する金融機関で簡単にできます。
手数料は一切かかりません。なお、４月から月々の保険料を口座振替の早割（当月保険料の当月末引
き落とし）で納付すると月額50円の割引になります。 

年金手帳、退職日の分かる書類 

年金手帳、扶養ではなくなったと 
分かるもの（保険証など） 

年金手帳、扶養になったと分かる 
もの（保険証など） 

年金手帳 

会社を辞めたとき 

会社員である配偶者に 
　扶養されなくなったとき 

（配偶者が会社を辞めたときや 
　本人のパート収入が増えたとき） 
会社員である配偶者に 
　扶養されるようになったとき 

住所や氏名が変わったとき 

国民年金第1号被保険者資格取得届の 
届け出を行ってください。 

国民年金第1号被保険者資格取得届の 
届け出を行ってください。 
 

国民年金第3号被保険者資格取得届の届け出を 
配偶者の勤務する事業所で行ってください。 

国民年金第1号被保険者は保険福祉課または各 
支所で住所変更届出を行ってください。 

国民年金第3号被保険者は配偶者の勤務する事 
業所で住所変更届け出を行ってください。 

届け出が必要なとき 届け出の内容 届け出に必要なもの 
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○
募
集
職
種
　
要
介
護
・
障
害
程
度
区
分

認
定
調
査
員 

○
資
　
格
　
年
齢
お
お
む
ね
50
歳
ま
で
普
通

自
動
車
免
許
保
持
者
で
意
欲
の
あ
る
人 

○
募
集
人
員
　
臨
時
職
員
３
名 

○
応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
市
保
険
福
祉
課
介
護

保
険
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
福
祉

保
健
班
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
市
販
の
履

歴
書
で
も
可
）。 

○
募
集
締
切
　
３
月
15
日（
水
）ま
で 

     

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
の
登
録

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

○
採
用
期
間 

　
４
月
以
降
の
必
要
な
期
間 

○
職
務
内
容 

　
事
務
補
助
、看
護
師
補
助
な
ど 

○
勤
務
時
間
　
１
日（
６
〜
８
時
間
） 

○
登
録
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
所

定
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
総
務
課
人
事
班
お
よ
び
各
支
所
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
看
護
師
補
助
を
希
望
す
る

人
は
看
護
師
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。登
録
の
有
効
期
限
は
登
録
日
か

ら
１
年
間
で
す
。 

○
応
募
資
格
　
４
月
１
日
現
在
、
年
齢
が

18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
（
た
だ
し
、学
生

は
除
く
） 

○
採
　
用
　
書
類
審
査
を
行
い
必
要
に
応

じ
て
採
用
し
ま
す
。
欠
員
な
ど
が
無
い
場
合

は
応
募
を
し
て
も
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

     

○
資
　
格
　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、

高
校
・
高
専
・
専
修
・
短
大
・
大
学
に
進
学

予
定
の
人
。ま
た
は
、在
学
し
て
い
る
が
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
。　
な
お
、

ほ
か
の
奨
学
制
度
か
ら
の
貸
与
を
受
け
て
い

な
い
人
に
限
り
ま
す
。 

※
た
だ
し
、併
願
で
の
申
請
手
続
き
は
可
能

で
す
。 

○
貸
与
金
額（
月
額
） 

高
校
　
公
立
　
１
万
２
千
円 

　
　
　
私
立
　
２
万
４
千
円 

高
専
　
１
〜
３
年
生
　
１
万
２
千
円 

　
　
　
４
〜
５
年
生
　
３
万
円 

各
種
専
門
　
３
万
円 

短
大
・
大
学
　
３
万
円
　
　 

○
貸
与
期
間
　
正
規
の
修
学
年
限
の
期
間

貸
与
し
ま
す
。
た
だ
し
、
休
学
す
る
と
き
は
、

休
学
期
間
に
対
し
て
は
貸
付
し
ま
せ
ん
。 

○
返
還
期
間
　
貸
与
期
間
満
了
の
月
の

翌
月
か
ら
据
置
期
間
を
１
年
以
内
と
し
、

貸
与
期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に

そ
の
貸
付
金
額
を
月
賦
、
半
年
賦
、
年

賦
ま
た
は
一
時
に
全
額
償
還
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

○
募
集
期
間
　 

　
３
月
１
日
〜
４
月
30
日
（
毎
年
） 

○
提
出
書
類
　
奨
学
生
願
書
・
奨
学
生

推
薦
調
書
・
在
学
証
明
書
・
成
績
証
明

書
・
住
民
票
謄
本
・
保
護
者
の
所
得
に

関
す
る
証
明
書
・
保
護
者
の
納
税
証
明

書 

     

　
昨
年
の
９
月
30
日
ま
た
は
11
月
30
日
で

有
効
期
限
が
切
れ
た
人
で
、ま
だ
更
新
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、お
早
め
に
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
対
象
者
　
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
子
。

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、ま
た
は
療
育

手
帳
A1
〜
B2
所
持
者 

○
と
こ
ろ 

　
本
庁
福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
支
所
・
各

出
張
所 

○
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の 

　
印
か
ん
・
健
康
保
険
証
・
金
融
機
関
の
通

帳
・
児
童
扶
養
手
当
証
書
・
遺
族
年
金
証
書
・

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど 

※
更
新
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
今
後
の

助
成
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。 

※
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、ま
ず
、

受
給
資
格
の
申
請
が
必
要
で
す
。 

　
な
お
、
確
認
事
項
な
ど
で
該
当
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

    

　
行
政
相
談
・
人
権
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

な
ど
、
何
か
困
っ
た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。 

○
と
　
き
　
３
月
17
日（
金
） 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時 

○
と
こ
ろ
　
市
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　（
南
部
公
民
館
） 

○
相
談
員 

　
行
政
相
談
委
員
・
人
権
擁
護
委
員
・
長

崎
地
方
法
務
局
平
戸
支
局
職
員
・
社
会
福

祉
協
議
会
相
談
員 

教
委
庶
務
課
総
務
班 

1
内
線
２
６
０
５ 

保
険
福
祉
課
介
護
保
険
班 

1
内
線
２
５
８
２ 

要
介
護
・
障
害
程
度
区
分 

認
定
調
査
員
を
募
集 

問 

総
務
課
人
事
班 

1
内
線
２
３
１
７ 

平
成
18
年
度 

　
　
　
臨
時
職
員
募
集 

「
奨
学
資
金
貸
付
制
度
」 

の
ご
案
内 

福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
班 

1
内
線
２
５
７
３ 

問 

お
早
め
に
！
福
祉
医
療 

受
給
資
格
の
更
新
手
続
き 

市
民
課 

1
内
線
２
５
２
１ 

問 

市
民
相
談
所
を
開
設
し
ま
す 

申 
・ 

問 

申 
・ 

問 

申 
・ 
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税
務
課
固
定
資
産
税
班 

1
内
線
２
５
５
０ 

固
定
資
産
の
縦
覧
帳
簿
・
課 

税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す 

問 

財
政
課
管
財
班 

1
内
線
２
３
５
７ 
市
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ 

税
務
課
住
民
税
班 

1
内
線
２
５
４
６ 

軽
自
動
車
等
の
廃
車･

名 

義
変
更
の
申
告
手
続
き 

問 

観
光
商
工
課
商
工
班 

1
内
線
２
２
７
５ 

離
職
者
相
談
窓
口
の
開
設
日 

問 

観
光
商
工
課
観
光
班 

1
内
線
２
２
７
２ 

観
光
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の 

利
用
に
つ
い
て 問 

市営清水川 
住宅Ａ棟 

市営清水川住宅Ｂ棟 

市営清水川 
住宅Ｃ棟 

売却物件 

清
水
川 

公
民
館 

至
　
猶
興
館
高
等
学
校 

猶興館グラウンド 

・印かん 
　（新・旧所有者） 
・ナンバープレート 
・標識交付証明書 

・印かん 
・ナンバープレート 
・標識交付証明書 

税務課住民税班 
各支所総務企画課税務班 
各出張所 

平戸地区自家用自動車協会 
（122－2658） 
佐世保軽自動車協会 
　佐世保市沖新町5番１号 
（10956－31－1385） 

・印かん 
・車検証または届済証 
・ナンバープレート 
　（２枚） 

・印かん 
　（新・旧所有者） 
・住民票１通 
・車検証または届済証 
・ナンバープレート 
　（２枚） 

原動機付 
自 転 車  

小型特殊 
自 動 車 

軽自動車 

二 輪 の  
小　　型 
自 動 車  

軽自動車 
の 種 類  手 続 き 場 所  廃車届に必要なもの 名義変更届に必要 なもの 

▲観光シンボル 
　マーク 

    
○
売
却
方
法
　
一
般
競
争
入
札 

○
売
却
物
件
　
土
地 

・
所
在
地 

　
岩
の
上
町
字
高
野
谷
１
２
１
５
番
地
１ 

・
地
　
目
　
宅
地 

・
面
　
積
　
１
２
４
２
・
９
６
㎡ 

※
こ
の
ほ
か
に
も
売
却
可
能
な
物
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

○
申
込
期
間 

　
３
月
１
日（
水
）〜
３
月
13
日（
月
） 

             

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
、
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
軽
自
動
車
な
ど
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
と

き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
な
い

と
引
き
続
き
従
来
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
自
動
車
税
と
異
な
り
月
割
課
税

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４
月
２
日
以
降

に
廃
車
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

の
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
４
月
２
日
以
降
に
登
録
手
続
き
を
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。 

　
手
続
き
場
所
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。 

     

　
市
で
は
、
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
で

作
成
し
た
縦
覧
帳
簿
で
納
税
者
が
所
有
し

て
い
る
土
地
・
家
屋
と
他
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）も
今
ま
で

ど
お
り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
期
　
間 

　
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
水
）ま
で

（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
） 

○
場
　
所 

　
税
務
課
固
定
資
産
税
班
、
各
支
所
総

務
企
画
課
税
務
班
、
中
・
南
部
出
張
所
、

度
島
連
絡
所
（
課
税
台
帳
の
み
） 

○
見
る
こ
と
が
で
き
る
人 

　
縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
の
対

象
と
な
る
土
地
、
家
屋
の
所
有
者
（
納
税
管

理
人
を
含
む
）
。
課
税
台
帳
に
つ
い
て
は
賃

借
権
な
ど
を
有
す
る
人
・
固
定
資
産
の
処

分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
人
な
ど
も
閲
覧

で
き
ま
す
。 

※
所
有
者
以
外
の
人
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。 

○
納
　
期
　
固
定
資
産
税
の
第
１
期
の
納

期
は
、５
月
31
日
（
水
）と
な
り
ま
す
。 

 

    

　
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
離
職
者
相
談
窓
口
を
、３
月
７
日（
火
）は

北
部
公
民
館
で「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」が

開
催
さ
れ
る
た
め
お
休
み
し
ま
す
。 

　
ま
た
、３
月
21
日
（
火
）は
祝
日
の
た
め
、

開
設
日
を
３
月
23
日（
木
）に
変
更
し
ま
す
。 

○
と
こ
ろ
　
福
祉
事
務
所
横
相
談
室 

○
相
談
員
　
佐
世
保
再
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
相
談
員 

     

　
市
で
は
、
統
一
感
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
と
、そ
の
普
及
宣
伝
の
た
め
に
観
光
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
定
め
て
い
ま
す
。こ
れ
を
印

刷
物
や
そ
の
ほ
か
の
も
の
に
利
用
す
る
場
合

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
観
光
商
工
課
に
て
お
求
め

く
だ
さ
い
。 

     

問 

申 
・ 
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公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
申
込
み
を
さ
れ
る
人
は
、
申
込
書
に

添
付
書
類
を
添
え
て
、
本
庁
都
市
計
画
課
、

ま
た
は
各
支
所
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

○
募
集
戸
数
　
15
戸（
別
表
の
と
お
り
） 

○
提
出
期
限
　
３
月
15
日（
水
） 

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
可
能
で
す
。 

※
当
日
消
印
有
効 

○
住
宅
の
種
類
　 

　
①
市
営
住
宅
　
②
市
営
一
般
住
宅 

　
③
特
定
公
共
賃
貸
住
宅 

○
申
込
資
格 

　
原
則
と
し
て
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

①
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
あ
る
こ
と
（
単
身
で
も
入
居
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
） 

②
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら

れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と 

③
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
（
た
だ
し
、
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
は
除
き
ま
す
。
） 

④
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と 

○
添
付
書
類 

　
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得

証
明
書
・
納
税
証
明
書
・
住
民
票
謄
本 

○
選
考
方
法
　
各
住
宅（
戸
）の
申
込
者
が

募
集
戸
数
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、
住
宅
の

種
類
に
応
じ
て
抽
選
、ま
た
は
入
居
者
選
考

委
員
会（
開
催
予
定
日
　
３
月
27
日
）に
よ

る
選
考
と
な
り
ま
す
。 

※
抽
選
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

■
注
意 

○
家
賃
に
つ
い
て 

　
定
額
以
外
の
家
賃
は
、
入
居
者
の
所
得

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ

っ
て
は
、
入
居
で
き
な
い
住
宅
が
あ
り
ま
す
。 

○
共
益
費
に
つ
い
て 

　
共
益
費
は
、
外
灯
・
階
段
灯
な
ど
の
電
気

料
や
電
球
代
な
ど
入
居
者
が
共
同
し
て
使

用
す
る
施
設
の
運
営
に
要
す
る
費
用
な
ど
の

こ
と
で
、
入
居
し
て
い
る
み
な
さ
ん
の
負
担
に

な
り
ま
す
。 

○
空
き
住
宅
情
報
に
つ
い
て 

　
今
後
、
別
表
以
外
の
空
き
住
宅
が
出
た

場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
ひ
ら
ど
、

本
庁
・
各
支
所
の
掲
示
板
上
で
随
時
公
表

し
ま
す
。 

○
入
・
退
去
時
の
経
費
に
つ
い
て 

　
次
の
経
費
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。 

・
入
居
時
　
鍵
・
錠
本
体 

　（
防
犯
上
、鍵
な
ど
の
交
換
を
し
ま
す
。） 

・
退
去
時
　
畳
の
表
替
え
、ふ
す
ま
・
障
子
の

張
替
え
な
ど 

都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班 

1
内
線
２
２
８
４ 
「
公
営
住
宅
」
入
居
者
募
集 

問 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1

Ｓ36 

Ｓ38 

Ｓ43 

Ｓ53 

Ｓ29 

Ｓ41 

Ｈ11 

Ｓ45 

Ｈ3 

Ｓ62 

Ｈ1 

Ｓ50 

Ｈ13 

Ｓ30

木造・２Ｋ 

簡平・２Ｋ 

簡平・３Ｋ 

中耐・３DK 

中耐・２Ｋ 

耐平・2DK 

中耐・3LDK 

簡平・２Ｋ 

中耐・3DK 

中耐・3DK 

中耐・3DK 

準耐火・3DK 

木造・3LDK 

木造・３Ｋ 

市営 

市営 

市営 

市営 

市営 

一般 

一般 

市営 

市営 

市営 

市営 

市営 

特公賃 

市営 

岩の上住宅 

大久保住宅 

中の原住宅 

清水川住宅 Ａ棟 

舘浦旧アパート 

加場田住宅 Ｂ棟 

みなみヶ丘団地  ＊ 

里団地  

山の内団地 Ａ棟 

永田団地　Ｄ棟 

永田団地　Ｅ棟 

馬の元団地  

馬の元団地 Ｂ棟  ＊ 

緑ヶ丘住宅 

2,500～7,400 

3,100～9,000 

4,900～14,300 

14,500～42,200 

5,700～16,100 

【定額】　10,000 

【定額】　45,000 

4,500～9,700 

19,300～47,300 

16,500～44,200 

17,800～41,900 

9,600～19,700 

【定額】　66,000 

1,600～4,800

なし 

なし 

なし 

3,500 

1,000 

なし 

3,000 

なし 

2,500 

2,500 

2,500 

なし 

なし 

なし 

（注）選考方法　＊印の住宅は抽選で入居者を決定し、そのほかの住宅については、入居者選考委員会による 
　　選考となります。（※各住宅（戸）への申込者が募集戸数以上となった場合） 

募集 
戸数 

共益費 
の有無 

家　　　賃 
建 設  
年 度  

構造・規模 種類 住　宅　名 地　区　名 

平　戸 
(北部) 

 

 

生　月 

 

 

 

田　平 

 

 

大　島 

【別表】　公営住宅空家一覧表 
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転
勤
や
進
学
な
ど
に
伴
う
異
動
の
多
い

季
節
で
す
。
水
道
の
「
開
始
」
、
「
休
止
」
、

「
名
義
変
更
」
な
ど
の
届
け
出
は
、
お
早

め
に
ご
連
絡
（
電
話
可
）
く
だ
さ
い
。
（
平

日
の
み
）
。 

※
休
止
の
届
け
出
が
な
い
と
基
本
料
金
が

か
か
り
ま
す
。 

　
水
道
料
金
の
支
払
い
は
「
口
座
振
替
」

が
便
利
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
に
申

込
書
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
記
入
の
際
に
は
、

通
帳
と
届
出
印
が
必
要
で
す
。 

※
詳
し
く
は
、
水
道
局
総
務
班
ま
た
は
各

支
所
水
道
分
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
・
日
、
祝
日
の
緊
急
の
用
件
は
、
古
江

浄
水
場
（
1
22
ー
２
５
７
７
）
ま
た
は
神
の

川
浄
水
場
（
1
53
ー
０
５
４
４
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

     

　
平
成
17
年
中
に
お
け
る
平
戸
市
内
の
火

災
発
生
件
数
は
、
20
件
で
前
年
と
比
較
す

る
と
24
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
損
害

額
は
約
５
千
８
百
万
円
で
前
年
と
比
較
す

る
と
約
３
千
５
百
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
救
急
件
数
は
、
前
年
よ
り
34
件
、

搬
送
人
員
で
22
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

                 

■
林
野
火
災
の
特
徴
　 

　
こ
の
時
期
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し

て
い
る
た
め
、
林
野
火
災
は
い
っ
た
ん
発

生
す
る
と
火
の
回
り
が
早
く
、
消
防
水

利
の
不
足
や
道
路
状
況
な
ど
の
地
形
的

な
条
件
か
ら
消
防
活
動
が
非
常
に
難
し

く
な
り
火
災
が
延
焼
拡
大
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。 

■
林
野
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
は
　 

　
こ
の
時
期
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し

て
い
る
た
め
、
山
に
入
っ
て
も
火
を
使
わ

な
い
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

や
む
を
得
ず
火
を
使
う
場
合
は
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り 

　
や
す
い
場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い
。 

②
火
入
れ
を
す
る
場
合
は
、必
ず
消
防
本

　
部
に
届
け
出
を
す
る
。 

③
強
風
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
や
火

　
入
れ
を
し
な
い
。 

④
火
入
れ
を
す
る
際
、
水
バ
ケ
ツ
な
ど

　
消
火
の
準
備
を
す
る
。 

⑤
た
き
火
、
火
入
れ
の
場
所
を
離
れ
る

　
と
き
は
完
全
に
消
火
す
る
。 

    

　
最
近
、市
内
に
お
い
て「
カ
イ
セ
ン
」と
い
う

病
気
に
か
か
り
毛
の
抜
け
落
ち
た「
タ
ヌ
キ
」

が
出
没
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は「
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
」と
い
う
ダ
ニ
に
感

染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
す
る
も
の
で
す
。

こ
の「
タ
ヌ
キ
」に
触
れ
る
と
人
や
犬
や
猫
、牛

な
ど
の
家
畜
に
も
感
染
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

◇
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
◇ 

・「
タ
ヌ
キ
」に
は
絶
対
に
触
ら
な
い
。 

・「
タ
ヌ
キ
」な
ど
の
野
生
の
動
物
に
エ
サ
を
や

ら
な
い
。
食
べ
物
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
自
宅

周
辺
に
置
か
な
い
。 

・「
タ
ヌ
キ
」に
接
触
し
た
ペ
ッ
ト
な
ど
か
ら
人

に
う
つ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、十
分
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

    

　
広
報
ひ
ら
ど
２
月
号
で
次
の
と
お
り
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
に
お
詫
び
し
訂

正
い
た
し
ま
す
。 

○
２
ペ
ー
ジ
　 

「
市
花
・
市
木
・
市
花
木
」を
募
集
！ 

 

誤
　
市
花
の
部
、
市
木
の
部
、
市
花
木
の
部

の
３
部
門
ご
と
に
、
採
用
作
品
を
応
募
さ
れ

た
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

（
各
３
名
） 

 

正
　
市
花
の
部
、
市
木
の
部
、
市
花
木
の
部

の
３
部
門
ご
と
に
、
採
用
作
品
を
応
募
さ
れ

た
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

（
各
１
名
） 

 

○
23
ペ
ー
ジ 

死
亡
・
生
月
地
区 

 

誤
　
塚
本
玄
治
　
元
触 

  

正
　
塚
本
玄
治
　
舘
浦
屋
敷 

消
防
本
部
予
防
課 

1
22
ー
３
１
６
７ 

平
成
17
年
の 

　
　
　「
火
災
・
救
急
概
要
」 

問 問 

水
道
局
総
務
班 

1
22
ー
３
８
３
８ 
水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

問 

消
防
本
部
予
防
課 

1
22
ー
３
１
６
７ 

未
然
に
防
ご
う
！ 

　
　
　
　「
林
野
火
災
」 

問 

市
民
課
環
境
衛
生
班 

1
内
線
２
５
２
７ 

「
タ
ヌ
キ
」に
ご
注
意
！ 

問 

企
画
課
地
域
振
興
班 

1
内
線
２
３
３
７ 

お
詫
び
と
訂
正 

20件 

1,233件 

1,189人 

平成17年 

44件 

1,267件 

1,211人 

火災件数 

救急件数 

搬送人数 

平成16年 

← ← 
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奨
学
生
募
集 

平
成
18
年
度
食
品
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
募
集 

長
崎
県
美
術
館
企
画
展
の
お
知
ら
せ 

  
　
平
成
18
年
度
の
岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団
の

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

○
資
　
格
　
新
入
学
生
で
奨
学
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
人
物
で
あ
る
と
と
も
に
、保
護
者
が
県
内
に
住
所
を

持
っ
て
い
る
人
。 

○
貸
与
金
額（
月
額
） 

　
専
修
　
４
万
１
千
円 

　
短
大
・
大
学
　
４
万
６
千
５
百
円
　 

○
返
還
期
間
　
貸
与
の
終
了
か
ら
６
か
月
を
経
過
し

た
後
、貸
与
期
間
が
２
年
以
内
の
人
は
５
年
以
内
に
、

そ
れ
以
外
の
人
は
10
年
以
内
に
返
還
と
な
り
ま
す
。

（
※
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。） 

○
募
集
期
間
　
２
月
27
日（
月
）〜
４
月
28
日（
金
） 

　（
財
）岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団 

　
1
０
９
５
６
ー
24
ー
０
０
１
１ 

    

○
展
示
日 

▼
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　
３
月
７
日（
火
）午
後
１
時
〜
午
後
６
時 

　
３
月
８
日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

▼
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
３
月
10
日（
金
）午
後
１
時
〜
午
後
６
時 

　
３
月
11
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

　
３
月
12
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
２
時 

○
出
展
作
品
　
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
刻
、
工
芸
、
造

形
、映
像
メ
デ
ィ
ア
な
ど
計
50
点 

　
県
立
平
戸
高
校
　
1
28
ー
０
７
４
４ 

　
県
立
猶
興
館
高
校
　
1
22
ー
２
０
６
４
　 

  

○
募
集
の
趣
旨
　 

　
県
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
で
き
る
食
生
活
を
推

進
す
る
た
め
に
、
消
費
者
か
ら
違
反
の
疑
い
の
あ
る

食
品
表
示
や
疑
問
を
抱
い
た
食
品
表
示
な
ど
の
情

報
提
供
を
受
け
、
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
表
示
の

適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
募
集
し
ま
す
。 

  ○
活
動
内
容 

　
日
ご
ろ
利
用
す
る
店
舗
で
、
違
反
の
疑
い
の
あ
る

食
品
表
示
や
原
産
地
な
ど
に
疑
問
を
抱
い
た
食
品

表
示
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
応
募
資
格 

　
満
18
歳
以
上
で
、
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
人
で
、
食
品
の
安
全
性
や
表
示
に
関
心
の
あ

る
人
。   

○
応
募
方
法
　 

　
市
民
課
環
境
衛
生
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

課
で
配
布
し
て
い
る
所
定
の
応
募
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
直
接
、
県
民
生
活
環
境
部
食
品
安
全
推
進

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
募
集
期
間
　
３
月
13
日
（
月
）
〜
３
月
31
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効 

○
あ
て
先 

　
〒 

８
５
０
ー
８
５
７
０  

　
長
崎
市
江
戸
町
２
ー
13 

　
県
民
生
活
環
境
部
食
品
安
全
推
進
室
あ
て 

　
　 

県
民
生
活
環
境
部
食
品
安
全
推
進
室 

　
　
1
０
９
５
ー
８
９
５
ー
２
３
６
６ 

 

  「
北
京
故
宮
博
物
院
展
」 

　
―
清
朝
末
期
の
宮
廷
芸
術
と
文
化
― 

　
帝
国
主
義
時
代
の
19
〜
20
世
紀
の
清
朝
末
を
舞

台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
皇
后
「
西
太
后
」と
皇
帝
「
溥

儀
」と
い
う
混
沌
と
し
た
激
動
の
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た

人
間
た
ち
を
通
し
て
、
彼
ら
が
生
き
抜
い
た
時
代
を

検
証
す
る
と
と
も
に
、歴
史
の
面
白
さ
、奥
深
さ
を
体

感
し
て
も
ら
い
、今
を
生
き
抜
く
現
代
人
へ
何
ら
か
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
得
る
機
会
に
つ
な
げ
て
頂
き
た
い
企
画

展
で
す
。
今
回
、
北
京
故
宮
博
物
院
以
外
で
展
示
さ

れ
る
の
は
世
界
初
で
す
。 

○
と
　
き
　
３
月
５
日（
日
）ま
で 

○
料
　
金
　
大
人
　
１
千
円
　
高
校
生
　
７
百
円
、 

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
５
百
円 

 「
九
州
南
画
の
世
界
展
」 

　
―
長
崎
発
・
江
戸
時
代
の
ニ
ュ
ー
ア
ー
ト
― 

　
南
画
と
は
、
中
国
の
文
人
画
や
南
宗
画
か
ら
定
義

さ
れ
た
絵
画
様
式
の
ひ
と
つ
で
あ
り
長
崎
は
南
画
発

祥
の
地
で
す
。本
展
覧
会
で
は
、長
崎
を
中
心
に
活
躍

し
て
い
る
人
た
ち
に
よ
る
現
代
の
南
画
と
、長
崎
県
美

術
館
が
所
蔵
す
る
鉄
翁
祖
門
や
木
下
逸
雲
な
ど
の
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。 

○
と
　
き
　
３
月
18
日（
土
）〜
４
月
16
日（
日
） 

○
料
　
金
　
大
人
　
４
百
円
　
高
校
生
　
３
百
円
、 

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
１
百
円 

　
長
崎
県
美
術
館 

　
1
０
９
５
ー
８
３
３
ー
２
１
１
０ 

 

問 問 

申 

問 
・ 

問 

第
１
回
長
崎
県
高
等
学
校 

総
合
文
化
祭
美
術
展
　
平
戸
巡
回
展 

き
　
ね
　
お 
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出

生

ま
す
や
ま
り
ゅ
う
の
す
け
　
　
ひ
ろ
　
　
ゆ
き 

  

お
　
だ
　
　  

ひ
る  

ぎ
　
　 

し
ん
　
　 

ご 

た
な
か
　
　
　
は
る  

な
　
　 

こ
う 

た
ろ 

う 

つ
か
も
と
　
　  

す  

な
お
　
　
　 

ま
も
る 

 

し  

が
き
　
　 

や
ま  

と
　
　 

よ
し
　
　
の
ぶ 

た
ね
お
か
　
　  

み
　
う
　
　 

は
る
　
　  

お 

 

き  

い 

く
に 

や 

ゆ
う
と
　
　 

　  

み
つ
る 

  

ひ 

だ
か
　
　
　
　
り
ん
　
　
て
つ
　
　  

じ 

か
わ
か
み  

あ
　
ゆ
　
な
　
　 

け
ん
　
　
い
ち 

む
ら  

た
　
　 

た
か   

や
　
　 

よ
し
　
　
ゆ
き 

は
ま  

だ
　
　 

あ
い   

り
　
　 

け
ん
　
　
い
ち 

ま
つ
も
と
　
　
　 

な
ぎ
さ
　   

ま
さ
　
　
か
ず 

  

と 

む
ら
　
　   

ひ  

い
ろ
　
　 

　
い
さ
む 

し
ん  

や
　
　   

み  

さ
き
　
　
　  

つ
よ
し 

 

い
の
も
と
　
　
こ
う
す
け
　
　
こ
う 

　
　
じ 

や
ま
い
ち
　
　
　  

し
ょ
う
　   

き
　
　  

い
ち 

つ
か
も
と
　
　
こ
う
せ
い
　
　
や
す
　
　
ま
さ 

 

こ
ん
ど
う
　
　  
ち
　
な
　
　  

ひ
で
　
　  

き 

か
ね
こ
　
　
　  

る
　
い
　
　  

た
く
　
　  

じ 

は
し
も
と
　
　  

き
　
な
　
　  

せ
い
　 

　
ぎ 

つ
か
も
と
　
　
し
ゅ
ん
た
　
　
し
ん
　
　  
ご 

は
ま
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

た
か
し 

ま
る  

た
　
　  

は
る 

か
　
　  

し
ゅ
ん
　  

じ 

 

む
ら 

い
　
　
　 

ひ  

ふ
み
　
　
と
も
　
　
の
り 

    

ほ
こ  

や
　
　
や
す 

お 

ふ
じ
さ
わ
　  

と
も
ゆ
き 

か
わ
か
み
　  

に
い
ち 

す
ぎ
や
ま
　
　
た
つ
じ 

に
し
　
　
　
　
　
あ
き
ら 

や
ま
ぐ
ち 

い
で
ぐ
ち
　 

た
け  

お 

は
ぎ
は
ら
　
　   

し
げ
る 

す
え
な
が
　  

ち
ゅ
う
じ 

 

お
　
じ
　
か 

す
え
よ
し
　 

と
く 

お 

い
わ
い
　
　 

も
も  

よ 

や
ま
ぐ
ち 

や
ま
の
　
　
　   

は
か
る 

う
ら  

た
　 

し
か
い
ち 

ま
つ
も
と 

よ
し
だ
　
　  

と
し 

み 

か
わ
ぐ
ち
　
　
　
ゆ
た
か 

か
も
が
わ
　 

い
ん
し
ょ
う 

ま
つ
な
が
　  

し
げ
お 

し
の 

だ
　    

で
ん
じ
ゅ
う 

ま
え
か
わ
　
　  

た
だ
し 

 

い 

よ
し
　
　
と
し
の
り 

や
ま
ぐ
ち 

う
ら 

た  

じ
ま
　
　
の
ぶ
ゆ
き 

か
も
が
わ  

　
し
げ
い
ち 

て
ら 

だ
　
　 

ひ
さ 

よ 

お
お
い
し 

ま
つ
も
と 

お
お
わ
だ
の
ゆ
う
き
ち 

い
で
ぐ
ち
　 

た
だ
つ
ぐ 

な
か
や
ま 

も
り
も
と 

 

ま
つ
ぐ
ち    

じ
ゅ
ん
い
ち 

ま
す
や
ま 

 

ま
つ 

だ 

て
ら
だ
　
　
た
き
い
ち 

え
ぐ
ち 

い
わ
の
う
え  

ふ
み
お 

 

ふ
か 

べ
　 

し
ょ
う
い
ち 

き
た
は
ら
　  

き
み 

よ 

お
し
た 

く
ろ
さ
き
　
　
　
し
げ
る 

お
か
ざ
き
　 

よ
し
ひ
こ 

な
め
か
わ
　
　
　
ま
こ
と 

み 

や 

け
　
　
い
ち
ろ
う 

き
た
じ
ま 

た
け
の
う
ち 

し
げ
は
る 

た
け
お
か
　 

や
す
と 

か
な
ま
る
　
さ
ん
い
ち 

 

お
か
む
ら
　 

や
す
と
き 

う
ち 

だ 

ひ
ら
ま
つ
　  

は
や
と 

赤
ち
ゃ
ん 

保
護
者 

行
　
政
　
区 

元
気
な

よ
い
子
に

善
意
の
と
も
し
び 

　
篤
志
及
び
香
典
返
し
で
、次
の
方
々

か
ら
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

ひ
ら
ど
ふ
れ
あ
い
福
祉
基
金
へ 

○
岩
の
上
町
　
西
高
野
山
最
教
寺
奥
の
院

　
寒
修
行
詠
歌
団
代
表
　
辺
見
光
真 

■１月の交通事故 

■１月末までの 
　火災救急件数 

件　数 
死　者 
負傷者 
（重傷）１名（軽傷）２名 

（　）内は昨年同期 

４件 
１名 
３名 

火災 
救急 

５件（２件） 
112件（111件） 

【
平
戸
地
区
】 

増
山
竜
之
介
　
博
　
之
　
稗
田 

小
田
　
陽
輝
　
真
　
吾
　
紐
差
第
４ 

田
中
　
明
夏
　
幸
太
朗
　
船
越 

塚
本
　
素
直
　
　
守
　
　
水
垂 

志
垣
　
大
和
　
嘉
　
信
　
中
の
崎 

種
岡
　
美
羽
　
春
　
男
　
大
川
原 

紀
伊
国
屋
勇
斗
　
　
暢
　
　
上
大
垣 

日
a
　
　
凜
　
哲
　
司
　
堤 

川
上
愛
優
菜
　
権
　
一
　
根
獅
子
第
４ 

村
田
　
天
弥
　
義
　
幸
　
根
獅
子
第
３ 

k
田
　
愛
生
　
健
　
一
　
神
崎 

松
本
　
　
渚
　
真
　
和
　
川
内
浦 

戸
村
　
陽
紅
　
　
勇
　
　
田
の
浦 

新
屋
　
岬
己
　
　
剛
　
　
幸
の
浦 

【
生
月
地
区
】 

井
元
　
浩
輔
　
康
　
二
　
山
田 

山
市
　
　
奨
　
揮
　
一
　
浦
北 

塚
本
　
康
生
　
康
　
正
　
舘
浦
潮
見 

【
田
平
地
区
】 

近
藤
　
智
奈
　
英
　
樹
　
平
戸
口 

金
子
　
琉
依
　
拓
　
司
　
福
崎 

橋
本
　
希
菜
　
誠
　
義
　
坊
田 

塚
本
　
駿
汰
　
真
　
悟
　
万
場 

k
h
ほ
の
か
　
　
崇
　
　
坊
田 

丸
田
　
花
佳
　
俊
　
治
　
小
手
田 

【
大
島
地
区
】 

村
井
　
陽
郁
　
智
　
則
　
西
神
浦 

   【
平
戸
地
区
】 

鋒
屋
　
安
雄  

74
歳  

１
／
６  

幸
の
浦 

藤
澤
　
智
之  

15
歳  

１
／
13  

曲
り 

川
上
　
二
一  

87
歳  

１
／
14  

紐
差
第
４ 

杉
山
�
　
二  

79
歳  

１
／
15  

田
代 

西
　
　
　
顯  

72
歳  

１
／
16  

前
津
吉
浦 

山
口
　
ユ
ク  

80
歳  

１
／
17  

木
場 

出
口
　
長
雄  

49
歳  

１
／
19  

根
獅
子
第
２ 

�
原
�
　
　  

74
歳  

１
／
20  

木
ヶ
津
第
３ 

末
永
　
忠
治  

70
歳  

１
／
22  

紐
差
第
４ 

小
値
賀
ジ
ン  

95
歳  

１
／
23  

津
吉
中
央 

末
吉
�
　
雄  

78
歳  

１
／
23  

水
垂 

岩
井
　
百
代  

62
歳  

１
／
24  

中
の
崎 

山
口
　
ト
キ  

94
歳  

１
／
24  

肥 

山
野
　
　
量  

79
歳  

１
／
25  

山
野
・
白
石 

浦
田
　
鹿
一  

76
歳  

１
／
27  

宝
亀
第
１ 

松
本
　
ア
ヤ  

95
歳  

１
／
28  

川
内
浦 

吉
田
　
俊
美  

73
歳  

１
／
28  

薄
香
浦 

川
口
　
　
豊  

84
歳  

１
／
29  

田
代 

鴨
川
　
　
松  

80
歳  

１
／
29  

杉
山 

松
永
　
繁
雄  

90
歳  

１
／
30  

田
の
浦 

篠
田
　
傳
重  

75
歳  

１
／
31  

山
中 

前
川
　
　
正  

77
歳  

１
／
31  

赤
坂 

井
吉
　
利
徳  

46
歳  

１
／
31  

下
大
垣 

山
口
　
ア
キ  

93
歳  

２
／
２  

下
中
野 

浦
　
　
ナ
ツ  

93
歳  

２
／
５  

大
石
脇 

田
嶋
　
伸
行  

65
歳  

２
／
５  

前
津
吉
浦 

鴨
川
　
茂
一  

78
歳  

２
／
９  

高
越 

寺
田
　
久
代  

75
歳  

２
／
11  

津
吉
中
央 

大
石
オ
ヱ
ツ  

90
歳  

２
／
12  

神
船 

松
本
　
セ
イ  

84
歳  

２
／
13  

大
川
原 

大
和
田
野
勇
吉  

74
歳  

２
／
13  

紐
差
第
３ 

出
口
　
忠
継  

64
歳  

２
／
13  

根
獅
子
第
２ 

中
山
シ
ズ
子  

79
歳  

２
／
14  

白
浜 

森
本
ミ
サ
ヲ  

85
歳  

２
／
14  

下
中
野 

【
生
月
地
区
】 

松
口
　
順
一  
57
歳  

１
／
18  

堺
目 

増
山
　
タ
キ  
94
歳  

１
／
19  

壱
部 

松
田
エ
ツ
子  

86
歳  

１
／
24  

御
崎 

寺
田
　
滝
一  

92
歳  

１
／
27  

舘
浦
屋
敷 

江
口
シ
ヲ
子  

81
歳  

２
／
４  

浦
南 

岩
野
上
文
雄  

77
歳  

２
／
６  

舘
浦
浜 

【
田
平
地
区
】 

深
部
　
庄
一  

71
歳  

１
／
16  

深
月 

北
�
　
君
代  

95
歳  

１
／
24  

山
内 

尾
下
ア
サ
ノ  

84
歳  

１
／
25  

小
手
田 

黒
h
�
　
　  

69
歳  

１
／
26  

以
善 

岡
h
�
由
彦  

79
歳  

１
／
28  

以
善 

滑
川
　
　
誠  

65
歳  

１
／
29  

小
手
田 

三
宅
　
一
郎  

45
歳  

２
／
１  

日
の
浦 

北
島
ミ
ツ
ヱ  

89
歳  

２
／
３  

永
田 

竹
之
内
繁
春  

79
歳  

２
／
７  

上
里 

竹
岡
　
安
人  

70
歳  

２
／
12  

福
崎 

金
丸
　
三
一  

77
歳  

２
／
13  

下
亀 

【
大
島
地
区
】 

岡
村
　
安
時  

77
歳  

１
／
30  

的
山
浦 

内
田
チ
ヱ
子  

76
歳  

２
／
10  

的
山
浦 

平
松
　
隼
人  

78
歳  

11
／
28  

愛
知
県 

　
　
　（
１
／
16
〜
２
／
15
　
届
出
分
） 

管
轄
が
変
わ
り
ま
す 

　
田
平
町
は
平
戸
警
察
署
管
轄
へ 

   
　
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
田
平
町
の
警
察
の
管

轄
区
域
は
江
迎
警
察
署
か
ら
平
戸
警
察
署
と
な
り

ま
す
。 

○
事
件
・
事
故
の
届
出 

○
各
種
許
可
事
務
の
申
請 

○
要
望
・
相
談
の
届
出 

○
１
１
０
番
通
報
に
伴
う
処
理
な
ど
、
原
則
平
戸
警

察
署
が
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
田
平
町
内
に
あ
る
３
か
所
の
駐
在
所
（
平
戸
口
、

馬
ノ
元
、
下
亀
）に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
存
続
さ
れ

ま
す
。 

 

■
駐
在
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て 

　
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
中
津
良
駐
在
所
は
津

吉
駐
在
所
に
田
助
駐
在
所
は
鏡
川
駐
在
所
に
統
合

さ
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
統
合
後
の
治
安
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
機
動
力
の
強
化
を
図
り
、
小
型
パ
ト
カ
ー

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
安
全
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■
自
動
車
警
ら
隊
の
新
設 

　
県
下
で
パ
ト
カ
ー
14
台
約
１
０
０
人
体
制
で
新
設

さ
れ
ま
す
。
田
平
町
を
受
け
持
つ
県
北
地
区
は
パ
ト

カ
ー
４
台
、
約
30
人
の
体
制
と
な
り
24
時
間
体
制
で

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
特
に
休
日
・
夜
間
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。 

　
平
戸
警
察
署
　
1
22
ー
３
１
１
０ 

　
江
迎
警
察
署
　
1
０
９
５
６
ー
66
ー
３
１
１
０ 

 

死

亡

 

氏
　
　
名 

年
齢 

死
亡
日 

行
　
政
　
区 

ご
冥
福
を 

お
祈
り
し
ま
す 

問 
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印刷／有限会社ケンホクプリント 

　２月３日、最教寺奥の院で、子

どもの健やかな成長を願う、節分

の恒例行事「子泣き相撲」が開

かれました。市内外から136組の

親子が参加。１歳前後の赤ちゃんが、

行事の「はっけよい」の掛け声とと

もに泣きっぷりを競いました。泣き

出す子や笑い出す子、寝ている

子など豆力士の愛らしいしぐさに、

会場は終始笑い声に包まれました。 

　「食」は強い！初の試みだった２

月 18 日、19 日の「平戸流炭

火焼～冬の陣～エビ・カキ祭り」。

当日は、観光客を中心に大盛況。

「食べたい！」という気持ちを抑え、

カメラ片手に取材していると「今

日は、朝５時から来たんですよ」

と北九州市の観光客から一言。

「食」って人間にとってこんなに

大きい魅力なのかと驚かされまし

た。平戸には、海の幸だけでなく、

肉や野菜など誇れる食材がたく

さんあります。いつかこれら全部

が食べられるようなイベントにな

れば、もっとたくさんの観光客で

にぎわうのでは、と思った２日間

でした。◯黒 

※２月１日現在 

人口の動き 

表紙説明 

編集室からひとこと 

タイトル 

市民のみなさんからの投稿をお待ちしています。 

女性 
21,015人 
（－26） 

平戸市 
全人口 

39,713人 
（－64） 

男性 
18,698人 
（－38） 

世帯数 
14,562戸 
（－6） 

平戸市をぶらり歩いて見
つけた素敵なシーンを紹介。 

古紙配合率100％再生紙、 
大豆油インキを使用しています。 
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 （　）は 
前月との比較 

光浴びる平戸城 
坂本政人さん（岩の上町）からの投稿です。 

平戸城下雛の市 
○と　き　３月19日（日）午前10時～ 
○ところ　平戸港交流広場 
○主　催　平戸商工会議所女性会 
　地元特産品をはじめ、雛グッズの販売。「雛ぜんざい」の無料配布やお
手玉・カルタなどの子ども遊びコーナーがあります。また、手作り雛コンテ
ストも行われます。 

「平戸温泉・城下雛まつり」が開幕 「平戸温泉・城下雛まつり」が開幕 
２／15（水）～４／３（月） 

雄香夫人手縫　涅槃繍像里帰り展  ～一針に願いをこめて～ 
○と　き 
　３月１日（水）～４月３日（月） 
○ところ　松浦史料博物館 

　平戸藩主第30代松浦棟（雄香）夫人自ら

が蓮糸で刺しゅうし、元禄６年に龍門寺(兵庫

県姫路市)へ寄進した涅槃繍像。寺宝として

300年以上もの門外不出だったこの涅槃繍

像が初めて寺外で展示されます。 
※期間中は、市民に限り無料で入館できます。 

　入館する際は、平戸市民を証明できるものを提示してください。 

ねはんしゅうぞう 

たかし 

りょうもんじ 
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